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ごあいさつ

広島県知事

湯 崎 英 彦

広島被害者支援センター並びにその運営を支えてお

られる会員及びボランティアの皆様方におかれまして

は、日ころから犯罪被害者の方々や、その御家族に対

する相談事業を始め、病院や裁判所への付き添いなど

の直接支援、被害者支援活動員の養成、被害者の現状

と支援の必要性を広く知らせる広報活動等、多岐にわ

たる支援活動を行つておられますことに、深く敬意と

感謝の意を表します。

県としましても、不幸にも犯罪被害に遭われた方とそ

の御家族が一日も早く被害から回復され、再び平穏に

暮らしていただけるよう、関係者等との連携を強化し、

各種相談への対応や情報提供等の支援活動とともに、

県民の皆様の被害者支援意識の高揚に向けた広報啓発

等、関係行政施策の推進に弓|き続き取り組んで参ります。

どうか皆様方におかれましては、今後とも本県の犯

罪被害者等支援の推進に御支援、御協力を賜りますよ

うお願い申し上げます。

最後に、広島被害者支援センターの益々の御発展と

皆様の御健勝、御多幸を祈念いたしまして、こあいさ

つといたします。

ラッピング電車広告

被害者支援センターの認知度の向上と被害者支援の

必要性を広報するためラッピング電車を運行すること

を考え、広島電鉄株式会社様に協力をお願いしたとこ

ろ快く了承していただきました。この電車は広島電鉄

株式会社様の全面協力により平成27年3月 1日から1

年間広島電鉄宮島線 (広島駅～宮島口)を 1日4往復

運行していただいております。
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員ヨ言舌ネロ言炎 0
C首)広島被害者支援センター電話相談
EF団目1毎週月・水。木。上、第1・第3日曜日 10■ 0～ 1●00

(祝休日、8月 13日から8月 16日、12月 28日 から1月 4日を除く)

82‐ 544‐1110
広島県犯罪被害者等支援総合窓ロ
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082Ⅲ513Ⅲ5255
広島市犯罪被害者等総合相談窓ロ
EO■ ■ 日 |‐

082口504‐2722
警察安全相談電話

082Ⅱ228‐9110
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平成27年度総会の開催～26年度事業・決凱階
平成27年度総会を5月 29日 (金)午後5時から広島

市中区の国際ホテルで開催し、平成26年度事業報告

及び収支決算について審議し、いずれも原案通り承認

されました。

平成26年度も公益社団法人 早期援助団体として
の目的を達成するため様々な活動を積極的に推進して

参りました。

電話相談は、前年比約6%増力日の305件、代理傍
聴や付添支援等の直接支援は、前年比約51%増加の
446回と大幅に増加しております。これは、犯人多
数による殺人死体遺棄事件や死者2名を含め多くの死

傷者を出した殺人事件などいずれも lヶ 月を超える長

期裁判員裁判があつたためであります。また一昨年

6月 25日開設した東部地区の対応事案は、面接相談

10件 直接支援 108件でこれも直接支援活動が増加
した要因の一つであります。

今後、ますます被害者の裁判参加や代理傍聴が増加

し当センターの社会的責任も重要になると思われます。

広報活動では、11月 25日、アステールプラザに

おしヽて設立 10周年記念式典 記念講演を開催しまし
た。また、当センターの活動をまとめた「10年のあ

ゆみ」 被害者等に配布する「ひとりで抱えこまない

で」を作成しました。また、被害者週間活動の一環と

して11月 21日朝の通勤時間帯に広島県庁前や本通

りにおいて街頭キャンペーンを行い、リーフレット

ミニカード等のセット3000部を配布しました。

平成26年度も公益法人会計基準に基づいて会計処

理を行いました。26年度も警察職員互助会からの多

額の寄付、県の「業務委託費の増額J及び行政機関
の支援が広島市の「補助金」に加え呉市、廿日市市、

大竹市、東広島市、安芸高田市、江田島市、三原市、

府中市の9市と海田町、府中町、熊野町の3田]こ田]村

会から負担金支援をいただきました。更に預保納付金

補助金に共同募金会と連携した社会課題解決プロジェ

クト募金と多くの支援をいただき事業を拡大することが

出来ました。また、平成22年度に事業費の不足から取
り崩していた業務運営推進基金を全額返金することが

できました。平成26年度の収入は、会費収入、寄付

金、業務委託費、預保納付金等で総額40121,849
円、支出は、事業費 管理費、積立金に繰越金
6496,129円 等で支出総額40121849円 を報告
し承認をいただきました。

平成27年度‐・ 業計画及び1又支予算 (概要)|

(学位 :千円)

平成27年2月 23日「広島被害者支援センター

研修室」において、理事会を開催し、平成27年度

の事業計画及び収支予算について審議し予算総8B

21445000円 の承認をいただいておりました.
その後、3月 10日 申請中の預保納付金について

9040000円 の助成・」N決定したため、5月 12日理
事会で日曜日電話相談や相談活動を充実するための事

業 新規事業としての情報管理システムの開発、また
支援活動員のスキルアップを図るための事業費 管理
費等33,985,000円 について再度審議し 原案通り
可決承認されました。決算額

会費収入

(個人 法人 団体入金件数
=52■

,

寄lj金収入

(写付金419件 )
補助金等収入

事業収入

業務委託員

預保

"付
金

その他

前期繹越金

事業資

(電話,日談 面奎 旧談,舌動
ヨ R活動員養咸 研修 広報

葦霰警首量夕
炸時

|

管理費           |
(電話相談  面豪  信談活動

/
支援洒動員賓咸 ll r広,F
瞥発活動  事務局人件費等
事務所賃貸料等 )

預 り金

業潟運営推進基金

次期緑越金

計

l■ 11■ ■ 1■●■|■
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111● li■      ‐
広島市、呉市、廿日市市、大竹市 東広島市、
安芸高田市、江田島市、府中市、三原市、

府中町、海田町、熊野田]、 県町村会

《26年度収支決算書(主要科目)》
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預保納付金の交付及び活用事業

平成25年度から3年計画で実施の預保納付金活用

事業で、26年度は、「財政基盤を支える事業」「犯罪

被害者支援の充実を図る事業」を推進し、「事務局体

制の強化」「東部地区相談室の継続開設」「福山での支

援活動員養成講座の開催」「支援活動員のスキルアッ

プを図るための研修会参加」また新規事業として「支

援事業の充実を図る情報管理と適切な支援の為のシス

テム開発」等に大きな成果をあげることができました。

27年度も、昨年度に引き続き同種事業を重点事業と

して補助金申請したところ9,040.000円の補助金が

決定しました。補助金については、事業計画に基づき

有効活用し支援の充実に努めます。

委嘱状授与式が行われました

広島被害者支援センターにおいて電話相談や裁判付

添等の直接支援に携わる支援活動員は、半年間にわた

る研修を経て採用されます。採用後も、毎月の研修等

に参加してもらい、1年ことに意思確認をしながら活

動員の継続をお願いしています。

こうして、昨年福山での養成講座を修了して採用さ

れた新規の活動員と、従前からの継続の活動員総勢

51名に対して、今年度の支援活動員を委嘱すること

としました。

3月 25日には、センターにおいて、活動員のほか

県警からの来賓や理事も加え、48名の参加で委嘱状

授与式が執り行われました。また、厳粛な授与式の後

は参加者で懇談し、新年度に向けての活動の体制を整

えました。

平成26年度月月1支援件数
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表彰状・感謝状の贈呈 社会課題解決プロジェクト募金参i1について

平成26年度中に、当支援センターの活動に理解を
示され、支援 協力をいただいた3名に警察本部長
当センター理事長連名の表彰状を、又3名に理事長表

彰を、2企業に対して理事長感謝状を贈呈しました。

O 宮園警察本部長 山本理事長連名表彰
政同亮二様、信丼京子様、馬場温子様

O 山本理事長表彰
廣田陽子様、水戸川康広様、平岡喜美恵様

○ 山本理事長感謝状
広島電鉄株式会社様

株式会社フローバホールディングス様

一
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更場壺員′寄llを募表しています

広島被害者支援センターは 会員の皆様のこ理解とこ協力

に支えられて運営している団体です ,犯罪や交通事故などの

被害にあわれた方や家族の方への支援活動を財政面から,
ボートしてくださる会員を募集しています.

瑠銀鼎
`:「
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した。こ協力いただいた企業は、C呉市広文化町「デュ
エルコッドJ、 (●呉市広自石「広ビクトリー」、C呉市
広白石「バーラー大学広店Jです。

センターの支援活動か10年

を経過し 電話相談から直接
支援が中心となりその回数も

年々増加し センターの支援
事業の社会的な要請はますます大きなものとなりつつあ

ります。しかし 直接支l‐に携わる支援活動員の高齢化
が進み 長期間の裁判員裁判に対応できない状況が目の前
に迫つてきています。今後の支l~活動を考えるときボラン

テイアの活動で対応できるのかか大きな課題です。

賞助会員(年会費)は

責ft会民の ||■.   |
■類と会貴 口豪にぉ帳はあらません|

その他 寄付も随時受け付けています

■111=||111 1,
広島銀行県庁支店 口座番号(普通)300,87]

振 込 み先    磐渠
名
山業
国
査査
広島被省者支援センター

ロ座番号 0]310-6-57]19
加入者名 社団法人 広島枝害者期 センター

入会して  年四発行予定の「ニューズレターJとシンホジウ
し、たたくと ムや講演会の案内を送付します

自動販売機の設置

当センターでは、

増加する直接支援の

活動費を確保するた

め企業 団体等に対
して飲料用自動販売

機の設置について協

力をお願いしたとこ

ろ27年6月 まで に
広遊技業防犯協力会

の協力により3台を
設置していただきま
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毎年 1月から3月末まで実施される共同募金会主催

の社会課題解決プロジェクト募金活動参カロも4回目を

迎えました。3回目の昨年は、10周年記念行事も計

画しており、高い目標を立てて募金実施した結果、

マツチンクギフトを力日え620万 11余りの寄付をいた
だきました。本年は、4回目で例年どおりの300万
円の目標を設定し実施致しました。3ヶ月の募集期間

中に県内各企業、団体、個人等300件で4709516
円と目標を大きく上回るこ支援をいただきました。去

る6月 3日 にこの募金の交付式が広島県社会福社会館

で行われ広島県共同募金会池谷公二郎会長からマッチ

ングギフトをカロえた5409,516円 が当センターに交
付されました。この寄付金は、犯罪の被害者 こ遺族
の支援活動に使用させていただきます。こ協力いただ

きました皆様方に心から感謝申し上げます。

イ  本誌は 共同募金会の助成を受けて発行しています。


